
令和７年度 大分市社会福祉協議会事業報告書 

 

令和７年度中に本会が実施した事業は、次のとおりです。 

 

総 務 課 

総務課は、本会の会務や人事、予算管理を行うとともに、会員制度の充実強化や各種団体への補助

金等の交付事務、指定管理者として施設の効果的な管理運営等に努めました。 

 

１ 会 務 

（１）評議員会 

日  時 会  場 議        題 

6 月 27 日（金） 

10:35～11:40 

J:COM ホルトホール 

大分 3階 大会議室 

・令和 6年度事業報告について 

・令和 6年度収支決算について 

・理事の選任について 

・監事の選任について 

12 月 23 日（火） 

14:00～15:10 

J:COM ホルトホール 

大分 3階大会議室 

・組織・機構改革について 

・在宅介護支援福祉基金の処分について 

・令和 7年度資金収支補正予算(第 1号)について 

・理事の選任について 

3 月 26 日（木） 

14:00～15:10 

J:COM ホルトホール 

大分 3階大会議室 

・定款の一部改正について 

・令和 7年度資金収支補正予算（第 2号）について 

・令和 8年度事業計画について 

・令和 8年度資金収支予算について 

 

 

 

 

 

 



（２）理事会 

日  時 会  場 議        題 

6 月 2日（月） 

14:00～15:20 

J:COM ホルトホール 

大分 3階 

302・303 会議室 

・令和 6年度事業報告について 

・令和 6年度収支決算について 

・社会福祉法人大分市社会福祉協議会職員の育児・

介護休業等に関する規程の一部改正について 

・評議員候補者の推薦について 

・理事候補者の選任について 

・監事候補者の選任について 

・福祉サービス等改善向上委員会委員の選任につい

て 

・令和 7年度第 1回評議員会の招集について 

・社会福祉法人大分市社会福祉協議会大分市ヘルパ

ーステーションさざんか運営規程の一部改正につ

いて 

6 月 27 日（金） 

13：30～13：50 

J:COM ホルトホール 

大分 3階  

福祉関係団体活動室 

・会長の選定について 

・副会長の選定について 

・常務理事の選定について 

・評議員選任・解任委員会委員の選任について 

 

8 月 19 日（火） 

10:00～11:20 

J:COM ホルトホール 

大分 3階  

福祉関係団体活動室 

・業務執行の決定について 

・中期経営計画の令和 6年度取組実績の評価について 

12 月 11 日（木） 

10:00～11:10 

J:COM ホルトホール 

大分 3階  

302・303 会議室 

・組織・機構改革について 

・介護保険サービスセンターさざんか野津原事業

所運営規程の廃止について 

・在宅介護支援福祉基金の処分について 

・在宅介護支援福祉基金規程の廃止について 

・令和７年度資金収支補正予算（第 1 号）につい

て 

・パートタイム職員就業規則の一部改正について 

・評議員候補者の推薦について 

・理事候補者の選任について 

・令和 7年度第 2回評議員会の招集 



日  時 会  場 議        題 

3 月 16 日（月） 

14:00～16:00 

J:COM ホルトホール 

大分 3階  

福祉関係団体活動室 

・副会長の選定について 

・定款の一部改正について 

・事務局規程の一部改正について 

・在宅福祉サービス課の組織に関する規程等の廃

止について 

・大分市介護保険サービスセンターさざんか佐賀

関事業所運営規程の廃止について 

・公印規程の一部改正について 

・経理規程の一部改正について 

・自立生活支援有料ホームヘルプサービス事業運営 

規程の一部改正について 

・大分市基幹相談支援センターさざんか設置規程の 

制定について 

・大分市障がい者相談支援センターさざんか運営 

規程等の一部改正について 

・令和 7年度資金収支補正予算（第 2 号）について 

・令和 8年度事業計画について 

・令和 8年度資金収支予算について 

・職員就業規則の一部改正について 

・事業職員就業規則の一部改正について 

・パートタイム職員就業規則の一部改正について 

・職員の給与及び退職手当に関する規程の一部改正 

について 

・事業職員の給与に関する規程の一部改正について 

・役職員旅費規程の一部改正について 

・佐賀関事務所設置規程の一部改正について 

・利益相反取引（業務委託契約等）に係る承認に 

ついて 

・役員等賠償責任保険契約の締結について 

・令和 7年度第 3回評議員会の招集について 

・経理規程の一部改正について 

(協議事項)会員制度の現状と今後の方向性に 

ついて 

 

 

 



（３）三役会 

日  時 会  場 議        題 

5 月 22 日（木） 

14：00～15：30 

J:COM ホルトホール 

大分 3階 

福祉関係団体活動室 

・令和 6年度事業報告について 

・令和 6年度収支決算について 

・社会福祉法人大分市社会福祉協議会職員の育児・介

護休業等に関する規程の一部改正について 

・評議員候補者の推薦について 

・理事候補者の選任について 

・監事候補者の選任について 

・福祉サービス等改善向上委員会委員の選任について 

・令和 7年度第 1回評議員会の招集について 

・社会福祉法人大分市社会福祉協議会大分市ヘルパー

ステーションさざんか運営規程の一部改正について 

  ※11 月及び 3 月の三役会については開催していないため、個別に説明を行いました。 

 

（４）評議員選任・解任委員会 

日  時 会  場 議        題 

6 月 2日（月） 

15：35～15：50 

J:COM ホルトホール 

大分 3階  

福祉関係団体活動室 

・評議員の選任について 

12 月 11 日（木） 

11：35～11：50 

J:COM ホルトホール 

大分 3階  

福祉関係団体活動室 

・評議員の選任について 

 

 

（５）監 査 

日  時 会  場 議        題 

5 月 19 日（月） 

9：30～12：00 

J:COM ホルトホール 

大分 3階  

福祉関係団体活動室 

・令和 6年度事業報告について 

・令和 6年度収支決算について 

 

 

 

 

 



２ 会員制度の充実強化 

  会員規程に基づき、広く市民を対象に会員の拡充強化を図りました。 

  〇 会費収入総額              19,750,176 円（6年度 19,704,755 円） 

   ・一般会員     142,360 口   17,084,176 円（6年度 17,061,755 円） 

   ・賛助会員      1,851 口     1,851,000 円（6年度 1,813,000 円） 

    （本会役職員、行政関係職員、自治委員、民生児童委員、福祉関係団体役員などの個人） 

   ・特別会員            163 口       815,000 円（6年度  830,000 円） 

    （会社、事業所、福祉・医療などの団体） 

 

【一般会員地区別累計表】             （単位：口、円） 

地 区 名 
7 年度 6 年度 

口数 金額 口数 金額 

大分地区 69,556 8,347,536 69,625 8,355,840 

鶴崎地区 24,213 2,905,560 23,719 2,846,280 

大在地区 8,606 1,032,800 8,526 1,023,120 

坂ノ市地区 5,776 693,120 5,760 691,200 

大南地区 6,791 814,920 6,853 822,360 

稙田地区 23,188 2,782,640 23,313 2,797,715 

佐賀関地区 3,037 364,440 3,183 381,960 

野津原地区 1,193 143,160 1,194 143,280 

合 計 142,360 17,084,176 142,173 17,061,755 

 

３ 寄託・寄附金品 

  市民の方々から福祉事業のために寄附された香典返し、篤志などの金品は以下のとおりです。 

                                （単位：件、円） 

区
分 5 千円以下 

5 千円超 

1 万円以下 

1 万円超 

2 万円以下 

2 万円超 

5 万円以下 

5 万円超 

10 万円以下 

10 万円超 

20 万円以下 
20 万円超 

7 年度 

計 

6 年度 

計 

香典 

返し 

31 件 

140,000 円 

175 件 

1,750,000 円 

46 件 

920,000 円 

63 件 

2,168,048 円 

10 件 

900,000 円 

4 件 

700,000 円 

1 件 

500,000 円 

330 件 

 7,078,048 円 

421 件 

 6,701,516 円 

篤 

志 

21 件 

31,590 円 

3 件 

30,000 円 

3 件 

54,260 円 

2 件 

60,000 円 

1 件 

100,000 円 

2 件 

400,000 円 

2 件 

800,000 円 

34 件 

1,475,850 円 

30 件 

2,453,070 円 

物  

品 

0 件 

0 円 

0 件 

0 円 

1 件 

25,000 円 

0 件 

0 円 

2 件 

180,000 円 

0 件 

0 円 

0 件 

0 円 

3 件 

205,000 円 

3 件 

216,750 円 

7 年度 
52 件 

171,590 円 

178 件 

1,780,000 円 

50 件 

999,260 円 

65 件 

2,228,048 円 

13 件 

1,180,000 円 

6 件 

1,100,000 円 

3 件 

1,300,000 円 

367 件 

8,758,898 円 

454 件 

9,371,336 円 

6 年度 
75 件 

296,930 円 

236 件 

2,360,000 円 

66 件 

1,307,450 円 

58 件 

2,089,223 円 

12 件 

1,091,195 円 

5 件 

926,538 円 

2 件 

1,300,000 円 

454 件 

9,371,336 円 
 

 



４ 校（地）区社会福祉協議会、各種団体等への補助金等の交付 

No. 補 助 金 等 名 称 交 付 団 体 名 称 
交付金額（円） 

7 年度 6 年度 

1 校(地)区社協活動費交付金（前期分） 校(地)区社会福祉協議会 14,733,000 17,208,000 

2 校(地)区社協活動費交付金（後期分）      〃 3,459,000 4,321,000 

3 校(地)区社協福祉活動費交付金      〃 8,542,088 8,530,878 

4 地区社協福祉活動費助成金 地区社会福祉協議会 2,385,645 2,613,019 

5 高齢者生きがい対策事業補助金 校(地)区社会福祉協議会 999,812 1,075,982 

6 小地域福祉ネットワーク事業交付金      〃 3,880,000 3,930,000 

7 地域福祉の担い手応援事業補助金      〃 398,546 494,896 

8 生活支援体制整備事業校区活動費交付金      〃 423,657 523,140 

9 地域ふれあいサロン事業補助金 高齢者サロン 14,870,113 15,055,301 

10 地域ふれあいサロンレクリエーション補助金      〃 792,000 720,500 

11 ふれあい・いきいきサロン事業補助金 子育てサロン 680,000 544,000 

12 ボランティアグループ活動助成金 ボランティア団体 647,500 642,000 

13 大分市ボランティア連絡協議会運営補助金 大分市ボランティア連絡協議会 160,000 200,000 

14 大分市社会福祉協議会老人部会運営補助金 
大分市社会福祉協議会老人部会（大分市老

人クラブ連合会） 
800,000 1,000,000 

15 大分市社会福祉協議会母子福祉部会運営補助金 
大分市社会福祉協議会母子福祉部会（大分

市母子寡婦福祉会） 
175,000 218,000 

16 大分市社会福祉協議会保育部会運営補助金 大分市社会福祉協議会保育部会 312,000 390,000 

17 大分市社会福祉協議会心身障害児者部会運営補助金 
大分市社会福祉協議会心身障害児者部会

（大分市身体障害者福祉協議会連合会） 
164,000 205,000 

18 大分市社会福祉協議会老人福祉施設部会運営補助金 大分市社会福祉協議会老人福祉施設部会 112,000 33,203 

19 大分市社会福祉協議会施設部会運営補助金 大分市社会福祉協議会施設部会 112,000 140,000 

20 大分市青少年健全育成連絡協議会運営補助金 大分市青少年健全育成連絡協議会 548,000 685,000 

21 大分市子ども会育成連絡協議会運営補助金 大分市子ども会育成連絡協議会 80,000 100,000 

22 大分市手をつなぐ育成会運営補助金 大分市手をつなぐ育成会 76,000 95,000 

23 大分市社会福祉協議会民生児童委員部会運営補助金 
大分市社会福祉協議会民生児童委員部会

（大分市民生委員児童委員協議会） 
0 950,000 

24 大分市民生委員児童委員生活福祉資金貸付業務助成金 大分市民生委員児童委員協議会 2,145,468 2,145,468 

25 大分市身体障害者グラウンドゴルフ大会開催補助金 大分市身体障害者福祉協議会連合会 36,000 45,000 

26 視覚障害者ウォーキング大会補助金 大分市視覚障害者協会 36,000 45,000 

27 「社会を明るくする運動」開催補助金 大分保護区保護司会 58,000 72,000 

28 大分市婦連大会開催補助金 大分市地域婦人団体連合会 58,000 72,000 

合 計 56,683,829 62,054,387  

 

 



５ 指定管理者制度による施設管理 

  大分市の施設である大分市多世代交流プラザについては、指定管理者として適切な運営に努めま

した。 

 
大分市多世代交流プラザ（大分市大字野津原 800 番地 大分市野津原市民センター2階） 

事業名 事業計画・目標 事業実績 

親子クッキング教室 大分市民で未就学児（４歳以

上）のいる家庭を対象に､親子

で調理等を楽しんでもらうこ

とで、参加者の健康増進や食育

の推進、日常生活での調理実践

の促進、参加者同士の交流を図

ることを目的とする。 

野津原地区食生活推進協議会・野津原公民

館の協力を得て、未就学児童と親を対象に親

子クッキング教室を開催した。 

・10/25 参加者 16 名（8組） 講師 6 人 

・11/22 参加者 16 名（8組）  講師 5 人 

・12/13  参加者 16 名（8組） 講師 6 人 

【参加者合計】  48 名(24 組) 

スカットボール大会 

 

 

 

地域で活動している各サロ

ン間におけるふれあい交流を

目的とする。 

 

野津原地区の高齢者サロンを対象としたス

カットボール大会を開催した。 

・7/5 参加者 73 名（8 サロン）  

・9/6 参加者 60 名（7 サロン） 

・12/6 参加者 70 名（8 サロン） 

・2/7  参加者 55 名（7 サロン） 

【参加者合計】258 名（30 サロン）  
ほっとアロマ教室 

 

 

 

 

 

 認知症やインフルエンザ予

防、肩こり用等のオリジナルの

アロマを作り体験することで、

心と体をリフレッシュし、健康

促進を図ること及び受講生間

のふれあい交流を目的とする。 

 

 

 

認知症予防スプレー、肩こり緩和クリーム、

ハンドトリートメントオイルづくりなど毎

回、異なる内容で開催した。 

＜水曜開催＞ 

・9/10 参加者 13 名 講師 1 名 

・10/8 参加者 11 名 講師 1 名 

・11/12 参加者 16 名 講師 1 名 

＜土曜開催＞ 

・9/13 参加者 11 名  講師 1 名  

・10/11 参加者 16 名  講師 1 名 

・11/8 参加者 11 名  講師 1 名 

【参加者合計】 78 名  
世代間交流健康づく

り 

学校と連携して、講座の開催

や世代間交流を行うことによ

り高齢者等の健康づくりを目

的とする。 

 

スカットボール大会の開催に伴い、県立看

護科学大学、県立芸術短期大学に参加いただ

き、準備運動やゲーム進行等を通じ、多世代交

流を行った。 

・7/5 参加者 15 名 (看護大) 

・9/6 参加者 16 名 (看護大) 

・12/6 参加者 11 名 (芸短大) 

・2/7  参加者 14 名 (芸短大） 

【参加者合計】56 名 

施設の貸出 高齢者をはじめとするあら

ゆる市民の福祉や健康の増進、

文化・教養の向上、レクレーシ

ョン活動の場として、施設の積

極的な貸出しを行う。  

・多世代交流プラザ内の大ホール、談話室 

・市民センター内の多目的ホール、大会議室 

・野津原公民館内の調理室 

・時間外も予約制にて対応。 

 
 
 
 



 
【大分市多世代交流プラザ利用状況】 

（単位：団体、人） 

 
 
 
６ 福祉サービス等改善向上委員会の開催 

  社会福祉法第 82 条の規定により、社会福祉事業の経営者は、常にその提供する福祉サービスに

ついて、利用者等からの苦情の適切な解決に努めなければならないものとされています。 

 

福祉サービス等改善向上委員会 

【日時】  3 月 26日（木） 

【内容】 ・大分市社会福祉協議会の駐車車両について 

     ・ボランティアコーディネート調整不足について 

     ・買い物支援（ヘルパー業務）について 

 

 

 

月 

各教室 各同好会 高齢者団体 
社
協
関
係
講
座 

会
議
等
研
修
会 

 
 

 
 
 

団
体 

校(

地)

区
社
協
来
所
者
数 

行
政
・
保
健
所 

そ
の
他 

社
協
講
師 

合
計 団

体
数 

参
加
者
数 

団
体
数 

参
加
者
数 

団
体
数 

参
加
者
数 

4 月 8 68 2 8 0 0 0 72 34 14 0 85 0 281 

5 月 9 62 2 6 0 0 0 94 32 24 0 69 0 287 

6 月 8 69 2 6 0 0 0 79 32 11 0 76 0 273 

7 月 9 76 2 6 0 0 97 63 31 8 3 53 0 337 

8 月 7 63 1 3 0 0 0 35 31 12 0 79 0 223 

9 月 8 71 2 5 0 0 212 41 18 8 0 69 2 426 

10 月 9 85 2 5 0 0 48 84 32 21 0 79 8 362 

11 月 6 52 2 8 0 0 51 47 34 9 0 75 7 283 

12 月 7 67 2 8 0 0 106 58 36 12 0 70 6 363 

1 月 9 85 2 8 0 0 0 49 32 5 0 81 0 260 

2 月 6 53 2 8 0 0 78 83 24 3 0 66 0 315 

3 月 7 67 2 8 0 0 0 72 27 14 0 103 0 291 

7 年度 93 818 23 79 0 0 592 777 363 141 3 905 23 3,701 

6 年度 93 1,013 24 112 0 0 618 951 473 179 3 883 45 4,277 



７ 研修活動の推進 

【外部研修会への参加状況】 

7 月 8～9日       赤い羽根全国ミーティング 

7 月 21～22 日      豊中市ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ実践研修会 

9 月 10～11 日      九州ﾌﾞﾛｯｸ地域福祉研究会議 

9 月 4～6日        社会福祉法人会計実務講座 

10 月 23～24 日      全国生活福祉資金貸付事例研究会 

10 月 29～31 日      相談支援員初任者研修 

10 月 31 日～11 月 1日  日本相談支援専門員協会全国研修 

11 月 8～9日       生活困窮者自立支援全国研究交流会 

11 月 26～27 日      自立相談支援制度人材養成研究 

1 月 15～16 日       ステップアップ研修 

1 月 25～27 日      専門員実践力強化研修会現任者研修 

2 月 28 日        全国校区・小地域サミット 

2 月 20～22 日      コーディネーション研究集会 

 

 

【主な内部研修会の実施状況】 

4 月～ 3 月（全 21回）      新採用（総合職）職員研修 

4 月（全 2回）           災害ボランティアセンター設置・運営研修 

4 月 21 日         新規採用職員研修 

6 月（全 2回）      接遇研修・ハラスメント研修 

7 月 16 日          企画力向上のための論理的思考法 

9 月（全 2回）      業務効率向上のための時間管理 

11 月（全 2 回）     人権問題研修・豊中市型 CSW 実践研修会参加報告会 

1 月（全 2回）      交通安全研修・メンタルヘルス研修 

 

 

 

８ 啓発事業の推進 

（１）第 56 回大分市社会福祉大会の開催(中止) 

地域福祉の発展に尽力された団体及び個人を表彰するとともに、社会福祉の更なる充実を目指 

すことを目的に開催するものです。 

今年度は、佐賀関大規模火災対応に伴い中止としました。受賞者（19 団体 33 個人）につきま

しては、郵送にて賞状及び記念品等を送りました。 

 

 

 



（２）「おおいた市社協だより ぶんぷく」の発行 

   年 2回（9月、4月）発行し、市内の全世帯をはじめ、小・中学校、市役所、福祉施設などに 

  各号約 22 万部を配布することにより、市社協事業の紹介、校(地)区社協の活動状況、ボランテ

ィア活動への参加呼びかけや活動状況などの広報を実施しました。また、点字版及び音声版を作

成し、関係団体に配布しました。 

 

（３）公式ホームページ、SNS 等での情報発信 

   公式ホームページ及び SNS 等を活用し、本会の事業や日々の活動に関する情報発信をおこない

ました。 

また、佐賀関大規模火災発生後には、迅速な情報提供を目的として特設ページを開設し、関連

情報の周知に努めました。日々の活動状況や取組内容については Facebook にて随時発信を行い

ました。 

 

９ 大分市社会福祉協議会中期経営計画の推進 

 （計画期間：2024 年度～2028 年度） 

  組織体制・人材育成・財政運営等に関する具体的な戦略をまとめた「大分市社会福祉協議会中

期経営計画」に基づき、地域福祉の中核的役割を担う組織として新たな地域課題にも対応できる

よう、経営基盤の更なる強化に取り組んでいます。 

  令和 7 年度は、「ガバナンスの強化」や「財政運営の基盤強化」など、5 つの実践戦略に基づく

取組に着手しました。また、理事会にて進捗状況の報告を行いました。 

 

10 大分市共同募金委員会事務局の移管 

これまで大分市共同募金委員会事務局は、大分市福祉保健課にて業務を行っていました。しかし、

共同募金運動は、社会福祉法に規定された民間活動であり、全国的には社会福祉協議会が事務を所

管していることが多いことから、令和６年度から大分県共同募金会、大分市、本会にて「移管推進

連絡会議」を設置し、協議を行いました。 

その結果、令和８年４月から本会に事務局を移管し、住民参加と民意を反映した共同募金運動を

推進していくこととなりました。 

 



地域福祉課 

地域福祉課は、第６次地域福祉活動計画推進のため、校(地)区社協が主体的に行う小地域福祉ネッ

トワーク活動事業（以下「ふれあい活動事業」という。）や、住民相互活動のふれあいサロン活動な

どへの支援を行いました。 

また、令和 7 年１１月に発災した佐賀関大規模火災の被災者支援を目的に、「大分市地域くらし応

援センターさがのせき」を佐賀関事務所内に設置し、被災された方への安否確認、困りごとの把握や

支援等を開始しました。 

なお、２月１日からは、大分市被災者見守り・相談支援事業の委託を受け、活動を行っています。 

 

1 校（地）区社協活動の支援 

 本会では、各校(地)区社協が取り組んでいるふれあい活動事業等を積極的に支援するとともに、

地域課題に対して校(地)区社協関係者との話し合いの場作りを進め、校(地)区社協ごとの地域福祉

活動計画の策定とその計画実施の支援に取り組みました。 

 

（１）ふれあい活動事業 

本事業は、校（地）区社協が実施主体となって、地域の支援を要するひとり暮らし高齢者等を 

対象に、小地域（概ね自治会）で住民相互の見守り活動や生活課題に対する話し合い、助け合い

を行う自主的な活動を支援する事業です。この事業を推進するため、本会は、各地域担当者によ

る個別支援と合わせて、校（地）区社協に対する連絡協議会や地域福祉推進委員への研修会を開

催しました。また、ふれあい対象者台帳の見直しの為、校（地）区社協や民生委員等を対象とし

たアンケート調査や意見交換会を実施し、様式の変更を行いました。 

 

 

ア 校（地）区社協における令和 7年度ふれあい活動事業の実態 

ここ数年間は、ふれあい対象者数は横ばいで推移していますが、ふれあい協力者が減少傾向

にあります。ふれあい協力者の減少については、ふれあい協力者の定義を、「身内ではなく近

隣の方」としたことや、ふれあい協力者になることの負担感等が主な要因であると考えられ、

新たな担い手確保の仕組みの検討が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ふれあい活動集計表                      (令和 8年 3月末現在、単位：地区、人） 

№ 校(地)区 自治会数 
民生委員

区数 

ふれあい

対象者数 

ふれあい

協力者数 

協力者未

登録の対

象者数 

緊急連絡

先未登録

の対象者

数 

協力者・緊

急連絡先

共に未登

録の対象

者数 

1 金 池 16 32 478 282 249 10 3 

2 長 浜   8 14 188 131 78 15 6 

3 荷 揚 8 12 170 91 101 13 5 

4 中 島 9 15 191 105 93 15 4 

5 住 吉 6 13 212 103 59 11 4 

6 春 日 22 30 383 299 122 10 6 

7 大 道 13 27 286 130 28 71 10 

8 西の台 11 17 311 200 98 4 2 

9 八 幡 11 12 215 200 50 3 2 

10 南大分 8 22 439 272 182 16 10 

11 城 南 8 16 263 194 104 8 6 

12 荏 隈 6 15 294 176 153 4 2 

13 豊 府 8 23 401 192 227 5 3 

14 滝 尾 25 27 442 278 218 6 3 

15 津 留 19 32 532 218 347 31 24 

16 東大分 12 16 166 77 92 13 8 

17 日 岡 8 17 223 97 152 14 9 

18 桃 園 12 17 293 209 128 7 2 

19 明 野 17 36 845 391 561 49 48 

20 鶴 崎 13 21 291 149 169 9 7 

21 三 佐 5 10 147 121 37 2 0 

22 別 保 9 25 280 185 148 2 2 

23 明 治 17 34 362 213 205 4 3 

24 松 岡 19 13 181 101 99 11 8 

25 高 田 8 10 165 128 58 12 1 

26 川 添 15 12 245 185 83 5 5 

27 大 在 13 27 331 230 134 7 3 

28 坂ノ市 19 18 315 307 17 1 0 

29 小佐井 8 8 118 94 9 3 2 

30 丹 生 9 8 107 119 6 0 0 

31 佐賀関 59 38 647 529 108 15 4 



№ 校(地)区 自治会数 
民生委員

区数 

ふれあい

対象者数 

ふれあい

協力者数 

協力者未

登録の対

象者数 

緊急連絡

先未登録

の対象者

数 

協力者・

緊急連絡

先共に未

登録の対

象者数 

32 こうざき 11 7 155 210 1 1 0 

33 戸 次 19 18 252 187 97 3 1 

34 判 田 25 14 239 197 94 2 1 

35 竹 中 17 9 100 91 9 1 1 

36 吉 野 12 9 132 105 36 4 1 

37 稙 田 25 15 378 216 185 8 5 

38 宗 方 13 19 520 275 275 15 8 

39 横 瀬 15 22 524 338 256 3 2 

40 賀 来 21 13 206 181 22 0 0 

41 東稙田 24 29 668 540 244 1 1 

42 寒 田 19 16 225 140 113 10 3 

43 敷 戸 8 14 397 194 219 17 15 

44 鴛 野 16 12 212 140 6 18 0 

45 野津原 43 16 219 178 46 11 3 

令和 7年度 

合計 
689 830 13,748 8,998 5,718 470 233 

令和 6年度 

合計 
689 809 13,788 9,328 5,442 516 248 

 

  イ ふれあい対象者台帳の改訂 

    小地域福祉ネットワーク活動事業において活用している、ふれあい対象者台帳について項目

やレイアウト等について校（地）区社協事務局や民生委員等から多く意見を頂いていました。

そこで、それらの要望に応え、より利用しやすい様式に変更することを目的に、アンケート調

査や意見交換会を実施した上で、ふれあい対象者台帳を改訂しました。 

 

  （ア）校（地）区社協事務局を対象としたアンケート調査 

     校（地）区社協連絡協議会にて、校（地）区社協事務局を対象に、現状のふれあい対象者

台帳の取り扱い方法やふれあい協力者の選定方法、ふれあい対象者台帳の項目やレイアウト

に関するアンケート調査を実施しました。 

      【 日 時 】校（地）区社協連絡協議会にて実施 

      【対象者】校（地）区社協会長、事務局長、民児協会長、地域福祉推進委員 145 名 

      【回答者数】97名 

      【回答率】66.9％ 



  （イ）民生委員を対象としたアンケート調査 

     大分市内の民生委員を対象に、現状のふれあい対象者台帳の取り扱い方法やふれあい協力

者の選定方法、ふれあい対象者台帳の項目やレイアウトに関するアンケート調査を実施しま

した。 

      【調査期間】7月 8日～9月 9日 

      【対象者】大分市内の民生委員児童委員 813 名 

      【回答者数】670 名 

      【回答率】82.4％ 

 

  （ウ）ふれあい対象者台帳に関する意見交換会 

     第１回意見交換会 

      【 日 時 】7月 3日（木）10：00～11：30 

      【 場 所 】J：COM ホルトホール大分 3階 福祉関係団体活動室 

      【参加者】校（地）区社協関係者及び校区民児協会長 9 名 

      【 内 容 】校（市）区社協関係者へのアンケート結果の共有 

           アンケート結果をもとに意見交換（複写の枚数、項目、レイアウト等） 

     第２回意見交換会 

      【 日 時 】10 月 28 日（火）13：30～15：30 

      【 場 所 】J：COM ホルトホール大分 3階 福祉関係団体活動室 

      【参加者】校（地）区社協関係者及び校区民児協会長 8 名 

      【 内 容 】民生委員等へのアンケート調査結果の報告 

ふれあい対象者台帳及び帳票類の活用方法について 

ふれあい対象者台帳の様式変更について 

 

ウ 校（地）区社協連絡協議会の開催 

本会議は、４５校（地）区社協の会長、事務局長、民児協会長、地域福祉推進委員等を対象

に、本会からの事業説明及び校（地）区社協間の情報交換等を目的としています。 

令和７年度は、市内を３か所に分けて連絡協議会を開催しました。 

 

会場 参加者数 日時 

J：COM ホルトホール大分 

大会議室 
53 名 5 月 23 日（金） 14：00～16：00 

稙田市民行政センター 

大会議室 
44 名 5 月 30 日（金） 14：00～16：00 

鶴崎市民行政センター 

大会議室 
48 名 6 月 5日（木） 10：00～12：00 

 

     



エ 地域福祉推進委員研修会の開催 

 地域福祉推進委員は、校(地)区社協が主体的に取り組むふれあい活動事業において、本会の 

地域担当者と連携してこの事業の推進を担う役割があることから、その育成のため校(地)区 

社協活動研修会を開催しています。 

令和７年度も、研修会の参加対象を地域福祉推進委員のみならず、校（地）区社協会長・事 

務局長・校区民児協会長及びボランティア等校（地）区社協関係者等として、テーマ別に４回

開催しました。 

テーマ① 小地域福祉ネットワーク活動事業について 

     【 日 時 】 7月 23 日（水）10：00～12：00 

     【 場 所 】 J:COM ホルトホール大分 3 階 大会議室 

     【 内 容 】 大分市社会福祉協議会と校（地）区社会福祉協議会について 

小地域福祉ネットワーク活動事業について  

地域福祉推進委員の役割について 

ふれあい台帳について 

小地域福祉ネットワーク活動事業（社協）と民生委員活動の関係 

     【参加者数】 38 校（地）区社協 62名 

 

テーマ② 住民主体の集いの場について 

     【 日 時 】 9月 10 日（水）10：00～12：00 

     【 場 所 】 鶴崎市民行政センター 2階 大会議室 

     【 内 容 】 集いの場の効果、実施の背景について 

            取り組み校（地）区社協からの事例発表 

            （鶴崎校区社協、坂ノ市校区社協） 

【参加者数】 26校（地）区社協 77 名 

 

テーマ③ 終活から考える権利擁護 

     【 日 時 】 10 月 15 日（水）10：00～12：00 

     【 場 所 】 稙田市民行政センター 2階 大会議室 

     【 内 容 】 権利擁護・終活とは 

権利擁護支援及び専門相談機関について 

     【参加者数】 25 校（地）区社協 52名 

 

テーマ④ 地域福祉活動の取組み発表と情報交換 

     【 日 時 】 11 月 21 日（金）13：30～15：30 

     【 場 所 】 大南市民センター １階 大会議室 

     【 内 容 】 住民相互による移動支援・外出支援について 

事例発表（吉野校区社協、社会福祉法人吉野誠心会誠寿園） 

     【参加者数】 23 校（地）区社協 56名 



（２）生活支援体制整備事業（大分市からの受託事業） 

本事業は、高齢者が住み慣れた地域で、生きがいを持って在宅生活を継続していくために、

高齢者の社会参加・生活支援及び介護予防サービスの充実を踏まえた、地域における助け合い

活動が行われる体制を整備するものです。 

この事業は、大分市を第 1層（市内全域）及び第 2層(概ね小学校区)に区分して実施してい

ます。第１層における地域住民・団体等の関係者の代表者等が、助け合い活動の推進等に関す

る協議を行う組織として第 1層協議体を設置し、第２層における地域住民・団体等の関係者が、

課題解決のための活動計画を策定後、助け合い活動の推進等に関する協議及び活動を行う組織

として第２層協議体を設置しています。 

本会は、第２層に生活支援コーディネーターとして地域担当職員を配置し、既存のふれあい

活動を活かして各校（地）区社協で実態調査を行い、ニーズの把握や分析、対応策を協議した

うえで、地域の実情に沿った校（地）区社協の地域福祉活動計画策定支援に取り組みました。 

  

  ア 校（地）区社協活動計画の策定や推進に関する協議・取組の支援 

計画策定に 

着手した年度 
校（地）区社協 

平成 29 年度 
南大分校区社協、三佐校区社協、明治地区社協、竹中校区社協、 

鴛野校区社協、寒田校区社協 

平成 30 年度 
西の台校区社協、城南校区社協、荏隈校区社協、豊府校区社協、 

東大分校区社協、鶴崎校区社協、小佐井校区社協、宗方校区社協 

令和元年度 判田校区社協、野津原地区社協 

令和 2年度 敷戸校区社協、坂ノ市校区社協 

令和 3年度 賀来校区社協 

令和 4年度 横瀬地区社協 

令和 5年度 稙田校区社協、中島校区社協 

令和 6年度 春日校区社協、津留地区社協、明野地区社協 

 

  イ 令和 7年度に地域福祉活動計画の策定に取り組んだ校（地）区社協への支援 

    令和 7年度から地域福祉活動計画の策定に着手した校（地）区はありませんでしたが、令和

6年度より引き続き計画策定に取り組んでいた津留地区、明野地区に対し、話し合いの支援を

行い、それぞれ地域福祉活動計画を策定することが出来ました。 

 



（３）地域福祉活動の担い手応援事業 

   校（地）区社協活動の充実の取り組みの 1つとして、地域課題に応じて柔軟に活動できる地域

福祉活動の担い手づくりを推進するため、本事業において校（地）区社協が実施する担い手の配

置支援を行いました。 

   定められた役割や配置を一律に定めるよりも、地域の実情、活動状況に合わせて、柔軟な形で

取り組める事業が必要とされていることから、本事業においては校（地）区社協の実情に合わせ

た担い手や担い手を増やすための行事に対して補助を実施しました。担い手づくりのための行事

や研修等に補助する行事等支援の利用実績は一定数あるものの、担い手づくりに直結しない実態

があることから、令和８年度から行事等支援を廃止し、人材支援の補助金額を増額することとし

ました。 

  

区分 校区数 校区 補助総額（円） 

人材支援 8 
南大分、桃園、三佐、松岡、佐賀関、吉野、 

宗方、鴛野 
220,000 

行事等支援 11 
長浜、中島、住吉、荏隈、鶴崎、三佐、 

佐賀関、戸次、判田、横瀬、鴛野 
178,546 

 

（４）「ふくしの風」の発行 

校（地）区社協の活動状況や地域福祉推進委員研修会の内容を取り上げた情報紙「ふくしの風」

を年２回（１０月、３月）作成し、全ての校(地)区社協会長及び事務局長、地域福祉推進委員、

自治会長、民生委員に配布しました。 

 

２ ふれあいサロン活動 

   ふれあいサロンとは、地域住民が時間と場所を共有して交流する居場所です。住民の皆さんが

主体となって自由な発想のもと、仲間づくり・居場所づくり・生きがいづくりにつながる活動を

行いました。 

（１）大分市地域ふれあいサロン事業（高齢者サロン）（大分市からの受託事業） 

身近な場所（概ね自治会単位）で、地域に住む高齢者が集うことによる仲間づくり、地域住

民のつながりづくり、介護予防を目的とした活動を支援する事業で、各サロンへの活動費の助

成と運営の担い手育成支援などを行っています。 

令和 7年度は、サロン代表者等の負担軽減を目的に、提出書類の簡素化、対象経費の拡大等

を行いました。また、サロンのプログラム企画の支援として、無料で依頼できる講師情報と貸

出用具情報を掲載した冊子「サロン活動のためのお役立ち情報」を作成し、サロンに配布しま

した。 

 活動申請サロン 延べ登録者数 延べ参加者数 新規設立サロン 

令和 7年度 255 8,297   105,144 3 

令和 6年度 258 8,629 106,746 6 



ア サロン交流会への参加 

  サロン間の情報交換を目的とした１２校（地）区社協が主催する、サロン交流会に参加し、 

サロン活動状況把握を行いました。 

参加校区：南大分・佐賀関・西の台・東稙田・荏隈・明治・鴛野・春日・戸次・ 

滝尾・東大分・鶴崎 

 

イ サロン訪問の実施 

  サロン活動状況アンケートの結果を踏まえ、２６カ所のサロンに訪問し、活動実態の把握

を行いました。 

 

ウ 令和７年度サロン代表者等事務説明会 

  令和７年度は、活動申請のあった市内２５５サロンの代表者、関係者を対象として、市内

を４か所に分けて事務説明会を実施しました。 

 

会場 日時 参加者数 

大南市民センター 

1 階 会議室 
2 月 19 日（木） 10：00～12：00 26 名(18 サロン) 

鶴崎市民行政センター 

2 階 大会議室 
2 月 20 日（金） 

10：00～12：00 

13：30～15：30 

50 名(38 サロン) 

49 名(36 サロン) 

J：COM ホルトホール大分 

3 階 大会議室 
2 月 25 日（水） 10：00～12：00 102名(76サロン) 

稙田市民行政センター 

2 階 大会議室 
2 月 26 日（木） 10：00～12：00 70 名(48 サロン) 

 

エ サロン運営者向け研修会及びボランティア育成研修会 

 サロンにおけるプログラムの充実、介護予防の強化等を目的に、様々な国々のレクリエー

ション用具の体験やサロン活動に関する展示等を行うレクリエーション万博を４会場で開

催しました。 

会場 日時 参加者数 

大南公民館 

集会室 
9 月 17 日（水） 10：00～12：00 40 名 

野津原公民館  

集会室 
9 月 19 日（金） 

10：00～12：00 

13：30～15：30 
100 名 

鶴崎公民館 

集会室 
9 月 25 日（木） 

10：00～12：00 

13：30～15：30 
80 名 

J:COM ホルトホール大分 

福祉交流ひろば 
9 月 27 日（土） 

10：00～12：00 

13：30～15：30 
120 名 



 

（２）ふれあい・いきいきサロン事業（子育て等）（自主事業） 

概ね小学校区を範囲とした子育て中の親子が気軽に集うことで、子育ての悩みや思いを共有

する仲間をより身近な範囲でつくる活動を支援する事業です。活動費の助成や運営リーダー等

の育成支援を行っています。 

活動申請のあった市内３４サロンの代表者、関係者を対象として、事務説明会を開催し、申

請書類等に関する事務説明やサロン活動に関する意見交換を行いました。 

 

令和 7年度サロン事務説明会 

   【日  時】1月 27 日（火）10：00 ～11：30 

【場  所】J:COM ホルトホール大分 3階 302・303 会議室 

【参加者数】16 サロン 24 名 

 

   ふれいあい・いきいきサロンの状況 

 サロン数 サロン参加登録者数 延べ参加者数 

令和 7年度 34 1,827 14,715 

令和 6年度 35 1,542 14,812 

 

３ 参加支援事業・アウトリーチ等を通じた継続的支援事業（大分市からの受託事業） 

重層的支援体制整備事業のうち、参加支援事業とアウトリーチ等を通じた継続的支援事業を令

和５年９月から大分市の委託を受け、実施しています。 

 【参加支援事業】 

既存の社会参加に向けた事業では対応できない人に向けた社会参加の場を確保するため、ボラ

ンティア、職場体験などさまざまな社会資源の発掘に取り組み、３１団体から協力の同意をいた

だきました。 

また、社会参加の場として依頼を行う際に活用するチラシを作成しました。 

   

        協力団体等 

分類 拠点数 

通いの場 10 

ボランティア活動 8 

職場体験 13 

合計 31 

 

 



 【アウトリーチ等を通じた継続的支援事業】 

支援関係機関や地域住民等との連携やつながりの構築を通じて、複合化・複雑化した課題を抱

えながらも支援が届いていない人を把握し、本人に対して丁寧且つ継続的な働きかけを行う中、

関係性をつくりながら、適切なサービスや専門機関につなぐ支援を行いました。 

また、民生委員をはじめとした地域福祉関係者、地域包括支援センターなどの専門機関に向け

たチラシを作成しました。 

         （単位：件） 

 

相談件数及び支援実績 

相談受付 

件数 

本人世帯への 

訪問等件数 

関係者との 

連絡調整件数 

プラン策定 

件数 

プラン終結 

件数 

令和 7年度計 206  422 538 1 1 

令和 6年度計 105 169 340 1 2 

 

４ あんしんサポートセンター 

（１）日常生活自立支援事業（大分県社会福祉協議会からの受託事業） 

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者など判断能力の十分でない方々が、地域で安心した

生活が送れるよう、主に福祉サービス利用援助、日常生活に必要な手続の援助、日常的なお金の出

し入れの援助、大切な書類等のお預かりについての援助を行いました。 

 

日常生活自立支援事業相談件数、契約件数及び解約件数      (単位：件) 

 相談件数 契約件数 解約件数 年度末の契約件数 

令和 7年度計 129 33 32 154 

令和 6年度計 185 26 39 153 

    

 

（２）やすらぎ生活支援事業（自主事業） 

近くに頼れる身寄りのない方が、地域で安心した生活が送れるよう、入院時、施設入所時、物

忘れが出た時などに必要な支援を行いました。 

また、契約時には任意後見制度も併せて契約することとしており、判断能力が低下しても支援

が途切れず受けることができます。 

 

  やすらぎ生活支援事業相談件数、契約件数及び解約件数      (単位：件) 

 相談件数 契約件数 解約件数 年度末の契約件数 

令和 7年度計 16 0 0 20 

令和 6年度計 32 0 1 20 

 

 



ボランティア・市民活動支援課 

ボランティア・市民活動支援課では、大分市ボランティア・市民活動センターの運営を行うととも

に、災害ボランティア活動の支援体制の整備及び音楽指導員派遣事業等を実施し、市民一人ひとりの

自発的な社会参加を促進するための環境づくりに取り組んでいます。 

令和 7年 11 月に発災した佐賀関大規模火災に際しては、「大分市災害ボランティアセンター」を設

置・運営し、被災者の生活再建に向けた家屋の片付けや思い出の品の発掘など、きめ細かな支援を展

開しました。 

 

１ 大分市ボランティア・市民活動センター事業 

大分市ボランティア・市民活動センターは、ボランティア活動の支援事業やボランティアの育成

事業を通して、ボランティア活動の振興を図り、地域福祉の推進に努めています。 

（１）ボランティア活動支援 

ア ボランティアに関する相談等 

「ボランティア活動をしてみたい」「ボランティアをお願いしたい」などの相談や、ボラ 

ンティア登録、活動保険等の各種の相談、問い合わせなどに対応しました。 

窓口・電話相談 2,758 件（令和 6年度 1,685 件） 

      

 

   イ ボランティア登録の促進 

ボランティア（Ｖｏ）登録者 

 

 

 

 

 

 

ウ ボランティアグループ活動助成金 

継続的なボランティア活動促進のため、活動経費（通信、電話等）の一部として助成 

金を１団体あたり 3,000 円～13,000 円の範囲で交付しました。  

総額 647,500 円/86 団体 （令和 6年度 642,000 円/85 団体） 

 

 

エ ボランティア活動保険及び大分市市民活動等保険の加入促進 

・ボランティア活動保険加入者 4,414 人（令和 6年度 3,676 人） 

・大分市市民活動等保険加入者 2,186 人（令和 6年度 2,029 人） 

   

 

数年度 
Ｖｏ 

団体数 ① 
団体所属 

Ｖｏ人数 ② 
個人 

Ｖｏ人数 ③ 
Ｖｏ総人数 

②+③ 

令和 7 年度 248 団体 5,786 人 417 人 6,203 人 

令和６年度 275 団体 6,806 人 383 人 7,189 人 



オ 大分市ボランティア連絡協議会への支援 

  本会に登録するボランティアで構成するボランティア連絡協議会に運営支援を行い、自主

的、創造的なボランティア活動の振興と活性化を図りました。 

   会 員 数：68団体 2,827 人、個人 6人 

       補助金額：160,000 円 

 

（２）ボランティアの育成 

ア 福祉教育支援事業 

小中学校生とその保護者を対象に、福祉教育を通して、他者を思いやる豊かな心を育み、

誰もが安心して暮らせる社会づくりへの意識を高めるとともに、ボランティア活動へ参加を

促すことを目的として実施しました。 

 

   （ア）福祉副読本「ふくしの心」（ＣＤ－Ｒ）の作成、配布（大分市からの委託事業） 

【対象】小学校 5、6年生（教師用指導書含む） 

【内容】福祉に対する関心や正しい理解、実践する態度を養うため、「明るい家庭」

「お年寄りと共に」「障がいをこえて」「わたしたちにできること」「福祉ってな  

んだろう」というテーマで、市福祉関係課と連携して教材を作成しました。 

 

   （イ）福祉学習講座の開催 

       【対象】小中学校等 

【内容】福祉学習の手引きを配布し、手話や点字の学習、車いす・アイマスク・高齢者

体験、また、これらを通した盲導犬ユーザー等当事者の方との交流や防災と災害

ボランティア活動講話など、学校等の希望に応じた出張講座を開催しました。 

【実績】小学校 25校（2,055 人）、中学校 5校（ 644 人）計 30 校 

障がい者施設 1 施設（ 14 人） 

    

イ 点訳ボランティア養成講座（大分市からの委託事業） 

点訳技術を習得した専門的ボランティアを養成するため年間 45 回の講座を開催しました。 

【受講修了者】 3 人 

 

ウ 朗読ボランティア養成講座（大分市からの委託事業） 

朗読技術を習得した専門的ボランティアを養成するため年間 10 回の講座を開催しました。 

【受講修了者】 12 人 

 

エ 施設ボランティア体験事業（夏のボランティア体験月間含む） 

ボランティア活動未経験者に対し、福祉施設等での体験を通じて、活動へのきっかけをつ

くり、その後の継続的な参加を促進しました。 

 



 

体験事業 夏のボランティア体験月間 施設ボランティア 

主催 大分県・各市町村社協 大分市社協 

実施期間 夏休み期間 通年 

協力施設 80 44 

参加者 

（人） 

高校生   787 

大学生等  23 

社会人    3 

小中学生   9 

   計    822 

高校生    14 

大学生等   1 

社会人    4 

小中学生   1 

    計     20 

 

オ 地域福祉活動ボランティア育成事業 

認知症予防のための脳トレを学び、地域でその活動を広げる脳トレボランティアを養成す

る講座を年間 7回開催しました。 

【受講修了生】 23 人 

 

カ 収集活動ボランティアの支援 

使用済み切手、書き損じハガキ、不要入れ歯（貴金属）等を受入れました。 

 

（３）地域のボランティア同士による交流活動 

    「ホルトホール大分まつり」の特別企画として、ボランティア活動の周知イベントとフード

パントリー（食料品の無料配布）を実施。ボランティア連絡協議会と共にボランティア活動に

興味がある方への情報提供、交流を通してボランティア活動を啓発しました。 

【 内 容 】・ボランティア団体による活動パネル展示 

・フードパントリー（食料品の無料配布） 

【開催日 】 3 月 14 日（土） 

【参加者数】 204 名 

 

（４）「ボランティアだより」の発行 

ボランティア情報の提供とボランティア活動のきっかけづくりの促進を図るため、年 1 回

（2 月）、3,000 部発行し、ボランティアセンターの事業、ボランティア活動への参加呼びか

けやグループ紹介などの広報に努めました。 

 

（５）福祉用具の貸出 

    市民や企業等から寄付及び寄贈された車いすを、個人や団体に貸し出しました。 

車いすの貸出：延べ 500 台 

所 有 台 数：182台 



２ 災害ボランティア活動支援体制整備事業（大分市からの受託事業） 

大分市地域防災計画における災害ボランティアに関する事前整備計画に基づき、被災者の生活再

建に向けた第一歩となる災害ボランティア活動の支援体制の整備等を行い、共助に基づく支援体制

の強化を図ることを目的に、以下の取組を行いました。 

（１）災害ボランティアの育成 

  ア 災害ボランティア登録の拡充 

  災害ボランティア登録者数：637 名（令和 6年度末 601 名） 21 団体（383 名）254 個人 

 

イ 災害ボランティア養成講座の開催 

 （ア）第 1回災害ボランティア養成講座 

【場  所】  J:COM ホルトホール大分 3階大会議室 

【内  容】   『地元のためにできること～災害ボランティアの基本を学ぼう～』 

【講  師】  大分県社会福祉協議会 

大分県災害ボランティア・福祉支援センター  

副所長 森美菜子 氏 

【開催日】  9月 30 日（火） 

【参加者数】  79 名（内本会職員 7名） 

 

（イ）第 2回災害ボランティア養成講座（佐賀関大規模火災対応に伴い中止） 

 

（２）災害ボランティア運営スタッフの育成 

ア 災害ボランティアセンター運営者研修 

   【内部研修会実施状況】 

（ア）災害ボランティアセンター運営者研修 

【内 容】 災害発生時の社協の使命や復旧支援本部運営の流れ等 

【開催日】 4月 18 日（金）、4月 24 日（木） 

【参加者】 本会職員 49名 

 

イ 災害ボランティアセンター設置・運営に関する各種研修会への参加 

（ア）第 1回災害ボランティアセンター運営スタッフ研修会（県社協主催）  

【内 容】 災害支援の基本～社協が行う災害支援の意義と役割～ 

【開催日】 6月 6日（水） 

【参加者】 本会職員 6名 

 

第 2 回災害ボランティアセンター運営スタッフ研修会（県社協主催） 

【内 容】 つながりは、そなえ～地域の力を活かすネットワーク活用法～ 

【開催日】 3月 5日（木） 

【参加者】 本会職員 3名 



 

（イ）第 1回災害ボランティアセンター運営リーダー研修（県社協主催） 

【内 容】 災害ボランティアセンター運営のいま 

【開催日】 9月 19 日（金） 

【参加者】 本会職員 7名  

 

第 2 回災害ボランティアセンター運営リーダー研修（県社協主催） 

【内容】  社協の災害支援体制と活動強化研修会 

【開催日】 3月 19 日（木） 

【参加者】 本会職員 4名 

 

（３）大分市災害ボランティアセンター運営委員会の開催 

 関係機関及び関係団体等と連携・協力し、大分市災害ボランティアセンターの運営体制の整

備及び災害ボランティアの育成等を図ることを目的に「大分市災害ボランティアセンター運営

委員会」を以下のとおり、開催しました。 

 

大分市災害ボランティアセンター運営委員会 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

３ 音楽指導員派遣事業（自主事業） 

地域や施設等に音楽の知識や技術を学んだ音楽指導員を派遣し、社会参加の場の提供に努めなが

ら、生活の質の向上や心身の機能の維持改善を図ることを目的に行っています。 

 

音楽指導員派遣事業活動実績（単位：回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 主な議題等 

第 1 回 6 月 26 日（木） R7 事業計画、災害 VC 設置運営に関する費用負担 等 

第 2 回 10 月 6 日（月） Kintone の活用方法、災害 VC 設置運営訓練関係 等 

第 3 回 11 月 28 日（金） 佐賀関大規模火災に係る災害 VC 設置関係、報告 等 

第 4 回 2 月 4 日（水） 佐賀関災害 VC 活動報告 等 

第 5 回 3 月 30 日（月） R7 事業報告、R8 事業説明、委員一斉改選 等 

年度 
施設 

・病院等 
地域活動 
・行事 

高齢者 
サロン 

子育て 
サロン 

その他 合計 

令和 7 年度 150 562 144 0 0 856 

令和 6 年度 147 566 131 0 6 850 



４ 生活支援ボランティア育成事業 

  地域課題の解決方法の一つとして、地域の担い手の発掘と育成のため、養成講座開講し、生活支

援サポーターの登録を推進しました。また、7月からは試行的に、庭の草取り等のニーズに対する

生活支援サービスを展開しました。 

 （１）生活支援サポーター養成講座 

 

（２）生活支援サポーター登録者数 36 名 

（３）活動状況  

活動件数：7件 

活動人数：延べ 31人 

活動内容：庭の草取り、ゴミ分別・ゴミ出し、荷物の移動、掃除 他 

 

 

開催日 対象 参加者数 

第 1 回（事業詳細説明） 5 月 27 日（火） 既登録者 50 名 

第 2 回（西部） 8 月 28 日（木） 新規 29 名 

第 3 回（東部） 10 月 30 日（木） 新規 19 名 

第 4 回（フォローアップ） 3 月 24 日（火） 既登録者 17 名 



生活支援課 

生活支援課は、市や県社協からの受託事業を通して、高齢者、障がい者など、地域で暮らす方々の

あらゆる困りごとの相談に応じ、解決に向けた支援を行っています。 

 

１ 生活困窮者自立相談支援事業（大分市からの受託事業） 

生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援事業を、大分市自立生活支援センターにて実施しま

した。 

相談内容は、経済的困窮のみならず、失業やひきこもり、病気、住まいに関すること等、多岐に

わたっているため、週 1回担当職員等でケースの検討・情報共有を行い、アセスメントの上、状況

に応じたプラン（自立支援計画）を作成し、月 1回関係機関との支援調整会議に諮るなど継続的な

自立に向けた支援を行いました。 

併せて、障がい者、ひきこもり者、児童養護施設退所者、若年無就業者の就労支援を行う関係機

関とも情報交換を行い、連携して相談対応を行いました。来所できない方への訪問や同行支援、他

機関との連携を丁寧に実施するよう努めています。 

また、市関係課との連携強化や制度の更なる周知を目的として、関係各課にパンフレット、PRカ

ードを配布するとともに、意見交換会等を開催しました。この他にも、市社協ホームページや市報

掲載を通し、制度の周知を図りました。 

 

大分市自立生活支援センター相談対応実績             (単位：件)   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 

7 年度 

合計 

6 年度 

合計 

新規相談 

受付件数 
125 148 124 127 100 103 137 96 82 96 99 133 1,370 1,402 

支援決定・確

認件数 

(再ﾌﾟﾗﾝを含む) 

34 24 29 26 22 21 18 19 23 21 16 22 275 319 



２ 生活福祉資金貸付事業（大分県社会福祉協議会からの受託事業） 

低所得世帯、障がい者世帯又は高齢者世帯の経済的自立及び生活意欲の助長促進並びに在宅福祉

及び社会参加の促進を図り、安定した生活を送れるよう、資金の貸付と必要な援助指導を行いまし

た。 

 

（１） 生活福祉資金貸付事業の実施 

生活福祉資金貸付事業相談受付実績                          （単位：件） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

7 年度 160 128 166 172 144 189 155 160 147 192 260 228 2,101 

6 年度 106 71 155 210 175 167 183 176 157 180 221 268 2,069 

 

（ア）福祉資金（福祉費、緊急小口資金含む。） 

     低所得世帯の自立更生を図るための生活資金の貸付 

     借入申込     136 件   

     貸付決定     131 件  20,023 千円 

     

（イ）総合支援資金（生活支援費、住宅入居費、一時生活再建費） 

     生計中心者の離職によって、生計の維持が困難となった世帯の生活再建までの間に必要な

生活費用、敷金や礼金等住宅の賃貸借契約を結ぶために必要な費用、生活の再建に一時的に

必要で日常生活費により賄うことが困難な費用の貸付 

     借入申込    2 件   

     貸付決定     2 件     984 千円 

 

（ウ）教育支援資金（教育支援費、就学支度費） 

     高等学校、高等専門学校、短期大学、大学の就学に必要な入学支度金や授業料の貸付 

      借入申込    100 件    

      貸付決定    98 件    52,928 千円 

 

（エ）不動産担保型生活資金（一般世帯、要保護世帯） 

一定の居住用不動産を有し、将来にわたりその住居に住み続けることを希望する高齢者世

帯の自立支援を目的とし、当該不動産を担保とした生活資金の貸付 

     借入申込    2 件   

     貸付決定    0 件     0 千円 

 

 

 

 



（２）新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた生活福祉資金特例貸付に係る総合相談業務の実施 

     特例貸付における償還や償還猶予、免除に関する相談問合せ数（単位：件） 

      電  話 来  所 

令和 7年度 211 53 

令和 6年度 325 91 

 

（ア）見守り支援業務 

主に償還猶予中の特例貸付借受人に対し、電話かけ等による、生活状況等の聴取や見守

り相談を行いました。相談において、生活困窮が続いており、償還猶予継続や償還免除が

相当と考えられる借受人についての意見書を作成し、大分県社会福祉協議会へ進達しまし

た。また、必要に応じて他機関へのつなぎ等を行いました。 

 

見守り支援実施件数                        （単位：件） 

  意見書作成 

（猶予継続相当） 

意見書作成 

（免除相当） 

県社協に

て対応 

償還 

可能 

その他 

(対応中等) 

返答 

なし 

合計 

令和 7 年度 168 8 68 100 17 147 508 

令和 6 年度 302 6 73 63 0 50 494 

 他機関へのつなぎ数                   （単位：件） 

  大分市自立生活

支援センター 

大分市 

生活福祉課 

その他機関 合計 

令和 7年度 5 1 0 6 

令和 6年度 7 0 0 7 

 

（イ） フォローアップ支援業務 

  特例貸付借受人のうち、償還免除者・償還中・県社協等からの通知等に未応答の借受

人を対象に、電話かけ・訪問等による生活状況等の聴取や専門機関等の紹介、償還猶予

や免除の等の手続きの案内を行いました。（実施件数 517 件） 

 

他機関へのつなぎ数                   （単位：件） 

  大分市自立生活

支援センター 

大分市 

生活福祉課 

その他機関 合計 

令和 7年度 30 4 17 51 

 

 

 

 

 



３ 大分市成年後見センター事業（大分市からの受託事業） 

平成 30 年 4 月に大分市から委託を受けて、本会事務局内に大分市成年後見センターを設置し、

同年 10 月に J:COM ホルトホール大分 3階にて本格稼働を始めました。 

  令和 6年 5月、大分家庭裁判所や行政機関との連携を強化し中核機関の役割を担うとともに、専

門職や市民の方々などが相談しやすい環境の整備を進めるために、大分市役所第二庁舎の 2階へ移

転しました。移転により、来庁者が相談に立ち寄りやすくなったことや、関係各課からの繋ぎ連携

がスムーズになったことに伴って、昨年度は相談件数が大きく増加しましたが、令和 7年度につい

ても昨年度並みの水準で推移しております。 

また、本センターでは認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由により判断能力が十分でない

方々が安全に安心して生活を送ることができるよう、成年後見制度に関する相談対応をはじめ、成

年後見制度普及・啓発活動や市民後見人養成講座の実施、養成講座に加えて講座を受講した方々に

対するフォローアップ研修を実施しました。 

成年後見に関する個別案件の受任調整を行うため、権利擁護受任調整定例会議を年 9 回開催しま

した。37件中 17 件を本会が、14 件を社会福祉士会が受任し、本会と弁護士会、本会と社会福祉士

会で複数受任となった案件がそれぞれ 1件ずつ生じました。また、2件は専門職団体以外の個人（親

族等）が受任し、2件は申立に至りませんでした。 

 

（１）相談対応実績                                                   （単位：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）新規法人受任実績                           （単位：件） 

 類型 
監督人 終了 

年度末 

実件数 後見 保佐 補助 計 

令和 7年度 7 4 2 13 1 10 39 

令和 6年度 2 0 1 3 0 12 35 

 

（３）市民後見人養成講座（受講修了者 11人）             （単位：人） 

 第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4回 第 5回 第 6回 7 年度 6 年度 

参加者 

延べ人数 

（補講者含む） 

11 11 11 11 11 11 66 137 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 7 年度 6 年度 

新規相談 

受付件数 
41 34 35 35 34 28 40 18 25 16 26 32 364 361 

継続相談 

受付件数 
19 18 22 18 33 12 17 18 25 13 11 12 218 248 

合計 60 52 57 53 67 40 57 36 50 29 37 44 582 609 



 

（４）市民後見人養成講座フォローアップ研修                

 これまでの市民後見人養成講座受講者を対象に、今年度のフォローアップ研修について 112

名に案内した結果、42名の参加がありました。（うち登録支援員数 21名）  

 

（５）成年後見制度普及啓発講演会 

ア 成年後見制度普及啓発講演会 

一般市民向けに、成年後見制度に関する講演会と、併せて弁護士などの専門職による相談

会を実施しました。 

 【日  時】 2月 5日（木）13：30～15：30 

 【場  所】 坂ノ市公民館 2階研修室 3 

 【内  容】 講演「知りたかったことがわかる！成年後見制度」 

        弁護士、司法書士、社会福祉士等の専門職によるパネルディスカッション 

        及び相談会 

 【参加者数】 87 名 

 

 イ 相談支援専門員向け成年後見制度普及啓発講演会 

  高齢者福祉分野と比較して相談数の少ない障がい者福祉分野の専門職に対して普及啓

発を行うため、第一部では相談支援専門員からの事例報告、第二部では第一部の事例報告

を受けて後見センター職員から、成年後見制度について説明を行いました。 

 【日  時】 2月 13 日（金）13：30～15：30 

 【場  所】 大分市役所本庁舎 8階大会議室 

 【内  容】 事例報告及び制度利用に関する説明 

（大分市障がい者相談支援センターが実施する相談支援専門員定期事例検討会

に併せ実施） 

 【参加者数】 51 名 

 

４ 障がい者相談支援事業 

在宅で生活している障がい者やその家族が、住み慣れた地域の中で、自分らしくいきいきと暮ら

していけるよう、地域の総合相談窓口として、福祉サービスの利用援助、社会資源の活用や社会生

活力を高めるための支援や情報提供等に努めました。 

また、「大分市障害者等緊急時支援事業」において、障がいの特性に起因して生じた緊急事態等

に係る相談受付、連絡調整等に 40件対応しました。うち緊急時支援が必要な相談は 7件でした。 

なお、障がい者相談支援事業の受託に加えて、指定特定相談支援事業者・指定一般相談支援事業

者として、サービス等利用計画作成にも取り組みました。 

 

 

 



（１）相談支援事業（大分市からの受託事業）                          

（単位：件） 

 

 

（２）サービス等利用計画 

                          （単位：件） 

支援内容 令和 7年度 令和 6年度 

計画作成 107 113 

モニタリング 323 348 

地域移行支援 0 1 

年間合計 430 462 

 

 

 

 

活  動  項  目 
早 朝 午 前 午 後 夜 間 7 年度 

合 計 

6 年度 

合 計 ～9:00 9:00～ 12:00～ 18:00～ 

会  議 

 自立支援協議会 0 3 6 0 9 10 

 個別調整会議 0 7 9 0 16 9 

 その他の会議 0 18 13 1 32 2 

訪問相談 
 単  独 0 102 176 1 279 357 

 合  同 0 26 36 0 62 49 

来所相談 
 単  独 0 9 22 0 31 34 

 合  同 0 1 1 0 2 2 

電話相談 

 利 用 者 1 235 417 15 668 610 

 行政機関 0 27 41 0 68 76 

 関係機関 5 410 802 15 1,232 761 

メール 

相談 

 利 用 者 0 27 66 4 97 114 

 行政機関 0 0 0 0 0 3 

 関係機関 0 24 37 1 62 29 

連絡調整 

 利 用 者 0 97 289 8 394 386 

 行政機関 0 31 63 1 95 140 

 関係機関 0 156 444 9 609 618 

資料等の

作成 

 相談記録 2 676 2,059 20 2,757 1,063 

 調整会議等資料作成 0 0 2 0 2 0 

 そ の 他 0 0 0 0 0 1 

合   計 8 1,849 4,483 75 6,415 4,264 



在宅福祉サービス課 

在宅福祉サービス課は、介護保険事業をはじめとする各種在宅福祉サービスを、高齢者や障が

い者に対し提供し、適正な事業の管理・運営に努めるとともに、内部研修会の開催や外部研修等

への積極的な参加により、職員の資質向上を図りました。また、他事業所への訪問活動を通して

新規ニーズの開拓に取り組みました。併せて、居宅介護支援事業所の体制強化のため、大分市介

護保険サービスセンターさざんか野津原事業所を令和７年１２月末をもって廃止するとともに、

令和８年３月末には大分市介護保険サービスセンターさざんか佐賀関事業所を廃止し、大分市介

護保険サービスセンターさざんか駅南事業所に統合いたしました。 

 

１ 介護保険事業 

（１）訪問介護及び介護予防・日常生活支援総合事業（大分市ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝさざんか） 

ホームヘルパー40 名を配し、要介護又は要支援状態にある高齢者等に対し、自宅へホーム

ヘルパーを派遣し生活援助や身体介護等のサービスを提供しました。 

 

要介護度別延利用者数【訪問介護】                 （単位：人） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 7 年度 6 年度 

事業対象者※ 

(総合事業) 
4 5 4 3 5 4 5 4 4 4 4 3 49 89 

要支援 1 190 191 199 204 189 205 195 168 178 168 153 172 2,212 2,185 

要支援 2 257 253 247 259 245 257 280 253 241 253 245 254 3,044 3,624 

要介護 1 379 414 385 414 363 362 382 357 359 367 340 373 4,495 3,608 

要介護 2 215 238 270 284 271 282 288 248 283 259 278 249 3,165 2,880 

要介護 3 132 150 125 143 105 128 116 115 125 118 131 131 1,519 1,188 

要介護 4 38 64 61 41 21 23 51 64 70 59 61 76 629 741 

要介護 5 35 36 33 38 35 33 37 33 36 35 38 49 438 497 

合 計 1,250 1,351 1,324 1,386 1,234 1,294 1,354 1,242 1,296 1,263 1,250 1,307 15,551 14,812 

 

（２）居宅介護支援及び介護予防支援事業（大分市介護保険ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰさざんか） 

要介護状態にある高齢者に対し、介護サービス計画の作成や連絡調整、適切な介護サービス

が利用できるように支援しました。 

また、地域包括支援センターからの委託を受け、介護予防が必要な高齢者に対して自立に向

けた予防プランの作成を行いました。 

 

 

 



 

プラン作成数【居宅介護支援】                 （単位：件） 

 4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 
7 年度 6 年度 

ケア 

プラン 

266 276 274 276 277 262 257 233 202 190 181 172 2,866 3,201 

介護予防プ

ラン 

22 23 20 18 19 17 15 11 10 10 10 11 186 418 

 

２ 障がい福祉サービス事業等 

障がい福祉サービス事業（大分市障害者等ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝさざんか） 

身体、精神及び知的障がい者、障がい児等が居宅において日常生活を営むことができるようホー 

ムヘルパーを派遣して、家事や身体介護等の必要な支援を行いました。 

 

障がい別延利用者数【障がい福祉サービス事業】         （単位：人） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 7 年度 6 年度 

身体障がい者 383 377 358 372 347 346 364 346 364 326 314 338 4,235 4,602 

知的障がい者 94 89 76 87 80 79 85 64 73 60 56 65 908 1,078 

児 童 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

精神障がい者 57 60 59 52 51 45 52 41 39 29 30 31 546 587 

合 計 534 526 493 511 478 470 501 451 476 415 400 434 5,689 6,267 

 

３ 地域支援（介護予防）事業及び生活支援事業（大分市からの受託事業） 

生活支援ホームヘルプサービス事業 

介護保険対象外のひとり暮らし高齢者等に対し、生活援助や身体介護等のサービスを提供しまし 

た。 

・延べ利用者数 167 名（前年度延べ利用者数 219名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



佐賀関大規模火災に関する支援活動 

令和 7年１１月１８日に発災した佐賀関大規模火災を受け、１１月２０日に「大分市地域くらし応

援センターさがのせき」を設置し、被災者への支援活動を開始しました。 

 

＜支援体制＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 大分市災害ボランティアセンター（大分市からの委託事業） 

被災者の生活再建に向けた家屋の片付けなどの生活支援は、地元の佐賀関・こうざき社協が中心

となって対応しました。また、火災現場での思い出の品の発掘など、危険を伴う作業については、

専門ボランティアと連携しながら、大分市内在住のボランティアの協力を得てきめ細かな支援を展

開しました。 

なお、センター閉所後に寄せられたニーズに対しては、通常のボランティア・市民活動支援課の

業務として対応を継続しています。 

 

 【支援実績】 

・設置期間：令和 7年 12 月 1 日～令和 8年 2月 28 日（90 日間） 

・活動場所：大分市佐賀関 田中地区他 

・活動実績：ニーズ完了件数 103 件  

・ボランティア数：延べ 762 名 

・活動内容                            （単位：件、人） 

ニーズ 件数 ボラ数（延べ） 

引越（避難先への荷物・家電運搬等） 37 件 214 人 

片付け（避難先家屋・帰宅後家屋の片付け等） 26 件 169 人 

発掘（火災現場における思い出の品・貴重品の捜索） 24 件 325 人 

生活支援（家具や家電の設置・設定等） 11 件 21 人 

その他（家屋周辺環境整備等） 5 件 33 人 

計 103 件 762 人 

大分市地域くらし応援センターさがのせき 

（長期的な個別支援・コミュニティ再建を目指す） 

大分市地域支え合いセンター 

① 定期訪問（安否確認・孤立防止） 

② 多機関との連携（相談支援） 

③ コミュニティの維持・再建支援 

大分市災害ボランティアセンター 

①地元支援者（佐賀関・こうざき社協他） 

②大分市内在住ボランティア 

③専門（技術）ボランティア 



 

２ 大分市地域支え合いセンター（被災者見守り・相談支援事業）（大分市からの委託事業） 

本会佐賀関事務所に活動拠点を置き、被災された方への安否確認、孤立防止、他機関と連携した

相談支援及びコミュニティの維持・再建への支援を行っています。 

 

 【支援実績】 

  ・設置期間：令和８年２月 1日～（本会独自の活動は１１月２０日から実施） 

  ・活動場所：大分市内（佐賀関地区、被災者の転居先） 

 

   被災世帯（訪問対象世帯）の内訳              （単位：戸数） 

類型 
佐賀関 
（田中） 

こうざき 坂ノ市 大在 その他 計 

定期訪問世帯 
50 

（33）
4 16 5 1 76 

要配慮世帯 
15 
(3) 

3 4 1 2 25 

計 65 7 20 6 3 101 

入院・入所者数 5 人 0 人 4 人 2 人 7 人 18 人 

  

 

・主な相談内容       （単位：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 件数 

健康・医療関係 107 

居住関係（仮設） 49 

居住関係（再建） 43 

介護・福祉関係 32 

家族関係 4 

経済面 4 

その他 178 

合  計 417 

＜事業報告書の附属明細書について＞ 

上記の事業報告に関して、社会福祉法施行規則第 2 条の 25 第 3 項に規定されている附属明細書については、 

その内容を補足すべき重要な事項はありませんので附属明細書は作成しておりません。 


